
日
本
霊
異
記
研
究
序
説

朝

枝

善

照

一
 
は
じ

め
に

日
本
霊
異
記
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
露
木
悟
義
氏

の

『
日
本
霊
異
記

(
1
)

研
究
文
献
目
録
』
正

・
続
、
あ
る
い
は
、
国
文
学
関
係
に
特
に
留
意
さ

れ
た
中
田
祝
夫
氏
の
労
作

『
日
本
霊
異
記
』
所
収
の
「
主
要
参
考
文
献
」

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
文
献
目
録
を
参
考
と
し
て
、
い
さ
さ
か
関

(2
)

係
力
ー
ド
を
整
理
し
た
拙
稿
も
別
に
発
表
し
た
。
研
究
文
献
リ
ス
ト
を

カ
ー
ド
化
し
て
行
く
と
、
仏
教

・
文
学

・
歴
史

・
民
俗
等
の
各
分
野
か

ら
こ
の
日
本
霊
異
記
、
あ
る
い
は
、
著
者
景
戒
の
こ
と
に
つ
い
て
関
心

を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

旧
本
の
仏
教

の
歴
史
的
研
究
は
、
古
代

の
仏
教

の
研
究
が
最
も
研
究

の
進
ん
で
い
る
分
野

の
一
つ
で
あ
る
。
古
代
仏
教
史
の
研

究

の
視

点

は
、
制
度
史
か
ら
見
る
な
ら
ぽ
、
僧
尼
令

の
成
立
と
国
家
の
仏
教
受
容

の
立
場
が

一
つ
の
問
題
点
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の

「皇
国
史
観
」

か
ら
開
放
さ
れ
た
古
代
史
研
究

の
中
で
、
仏
教

の
研
究
は
、
国
家
の
仏

教
受
容
と
仏
教
統
制

の
意
義
に
関
す
る
研
究
に
大
き
な
成
果
が
み
ら
れ

る
。
・そ
れ
は
、
各
論
と
し
て
、
行
基

の
研
究
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
僧
尼

令
と
仏
教
の
戒
律
、
あ
る
い
は
、
大
陸

の
仏
教

の
日
本
受
容
の

一
つ
の

例
と
し
て
三
階
教
と
の
比
較
な
ど
、
国
家
と
仏
教
の
関
係
構
造
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
政
治
と
宗
教
の
関
係
を
テ

ー
マ
と
す
る
こ
と
は
、
書
誌
学
的
史
料
研
究

の
成
果
を
体
系
化
し
て
行

く
こ
と
に
な
り
、
「
歴
史
学
」
の
本
来
の
課
題
と
し
て
重
要

な

視
点
で

あ

っ
た
。

(3
)

行
基
の
仏
教
運
動
、
古
代
仏
教
の
寺
院
運
営
を
ふ
く
む
制
度
化
の
過

(4
)

程
な
ど
、

個
別
研
究
に
み
ら
れ
る
成
果
は
、
戦
後

の
古
代
史
研
究

の
大

き
な
動
向

の
中
に
そ
の
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
研

究
は
さ
ら
に
、
仏
教
受
容
の
実
際
の
在
地
で
の
状
況
に
関
し
て
各
分
野

(5
)

か
ら
成
果
が
示
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
民
間
仏
教
、
あ
る
い
は
、

民
衆
仏
教
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
仏
教
の
受
容
を
古
代
社
会
の
構

造

の
中
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
史
料
と
し
て
、
六
国
史
等
が

一
応

中
心
と
な
る
。
し
か
し
民
間
で
の
仏
教
受
容
の
実
情
に
つ
い
て
知
ろ
う

と
す
る
時
、
景
戒
の
編
集
し
た
、
三
巻
、
百
十
六
話
を
収
め
る
日
本
霊

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
雀
第

一
號
 
卒
成
元
年
十
二
月
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日
本
霊
異
記
研
究
序
説

(朝

枝
)

異
記
は
重
要
な
文
献
史
料
で
あ
る
。

二
 

日
本
霊
異
記

の
研
究

史

狩
谷
液
斎
の

『
校
本
日
本
霊
異
記
』

の
研
究
以
来
、
本
文
と
し
て
の

校
訂
、
前

田
家
本
、
興
福
寺
本
、
来
迎
院
本
な
ど
が
学
界
に
紹
介
さ
れ

て
、
定
本
化
の
試
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
武
田
祐
吉
氏

・
遠
藤
嘉
基

氏
な
ど
の
研
究
が
、
中
田
祝
夫
氏
や
小
泉
道
氏
の
研
究
に
発
展
し
て
、

日
本
霊
異
記
を
史
料
と
し
て
古
代
史
研
究
に
引
用
す
る
こ
と
を
可
能
と

(6
)

し
て
き
た
。

日
本
霊
異
記
の
研
究
に
歴
史
学

の
分
野
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
も
の
と

(7
)

し
て
、
志

田
諄

一
氏
の
研
究
は
初
期

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
原
田
行
造
氏
の
研
究
は
、
説
話
研
究

の
分
野
か
ら
の
可
能
性
を
学

(8
)

界
に
示
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
黒
沢
幸
三
氏

の
研
究
は
、
寺
川
真
知
夫

氏
な
ど
多
く
の
研
究
者
と
は
ば
広
い
視
野
か
ら
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
、
『
日
本
霊
異
記
の
世
界
』
、
さ

ら

に
、
『
日
本
霊
異
記
-
土
着

と
外
来
』

の
二
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
研
究
文
献
目
録
も
完
備
し
た
も
の

で
、
今
日
の
日
本
の
日
本
霊
異
記
研
究

の
水
準
を
窺
せ
る
も
の
と
な
っ

(9
)

(
1
0
)

て
い
る
。
ま
た
、
神
話
と
の
比
較
か
ら
守
屋
俊
彦
氏
の
研
究
、
古
代
国

家
の
伝
承
、
文
学
の
問
題
と
し
て
多
田

一
臣
氏
が
興
味
深
い
研
究
成
果

(1
1
)

を
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
説
話
研
究
の
分
野
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
が
検

討
を
試
み
て
い
る
が
、
出
雲
路
修
氏
の
、
説
話
集
の
内
的
秩
序
論
は
、

(
1
2
)

説
話
集
に
表
象
さ
れ
た
世
界
の
指
摘
と
と
も
に
有
益
な
視
点
で
あ
る
。

他
界
観
、
あ
る
い
は
、
冥
界
、
中
国
の
先
行
書

な
ど
と
の
関
係
に
つ
い

(
1
3
)

て
入
部
正
純
氏
の
研
究
が
展
開
中
で
あ

っ
た
が
、
完
結
し
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
あ
る
。

日
本
霊
異
記
の
受
容
さ
れ
た
世
界
か
ら
、
さ
ら
に
霊
験
記
的
な
展
開

を
見
せ
た
分
野
に
関
す
る
研
究
に
千
本
英
史
氏
な
ど
の
注
目
さ
れ
る
成

(
1
4
)

果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

日
本
古
代
仏
教
史
の
研
究
の
主
力
が
国
家
と
仏
教
の
関

係

に

つ

い

て
、
構
造
的
に
把
握
す
る
視
点
で
展
開
し
た
こ
と
は
、
戦
後
の
日
本
の

歴
史
研
究
の
流
れ
の
中
に
於

い
て
重
要
な
成
果

を
み
せ
た
。
さ
ら
に
、

各
論
と
し
て
、
受
容
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
古
代
の
村
落
の
中
で
の
実
体
に

つ
い
て
、
前
述
の
如
く
、
こ
れ
ま
で
の
古
代
仏
教
研
究
の
史

料

と

し

て
、
日
本
霊
異
記
が
参
照
さ
れ
て
き
た
。

日
本
霊
異
記
を
史
料
と
し
た

成
果
を
み
る
と
、
僧
尼
令
に
よ
っ
て
、
統
制
さ
れ
た
仏
教
と
、
村
落
で

の
仏
教
受
容
の
実
情
と

の
間
に
、
若
干
の
違
い
も
み
ら
れ
る
。
所
謂
、

た
て
ま
え
と
し
て
の
仏
教
と
、
尼
衆
の
期
待
し
た
仏
教
の
あ
り
方
、
そ

れ
が
村
落
に
生
き
た
仏
教
で
あ
る
が
、

そ
の
展
開
も
詳
細
に
分
析
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
。

三
 

撰
述

の
意
義

と
史
料
性

の
問
題

日
本
霊
異
記
の
撰
述
の
意
図
、
あ
る
い
は
、
撰
述

の
意
義
に
関
す
る

問
題
は
、

一
方
で
、
編
集
者
と
な
っ
た

「景
戒
」

の
評
価
も
ふ
く
む
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
分
野
に
も
多
く

の
成
果
が

示
さ
れ
て
い
る
。
編
者
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で
あ
り
、

あ
る
い
は
著
述
者
と
も
な

っ
た
景
戒
の
生
涯
に
つ
い
て
、
伝

記
的
に
は
、
下
巻
第
三
十
八
話
の
後
半
部
分
、
あ
る
い
は
、
百
十
六
話

の
中
に
み
ら
れ
る
あ
る
傾
向
、
そ
れ
は
、
紀
州
に
関
す
る
説
話
、
大
伴

氏
族
に
伝

承
さ
れ
た
物
語
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
紀
州

に
縁
の
深

い
人
、
あ
る
い
は
、
大
伴
氏
族
系
の
人
と
い
う
説
も
出
さ
れ

て
き
た
。

ま
た
、
渡
来
系
の
人
物
が
多
く
活
躍
し
、
聖
徳
太
子
、
聖
武

天
皇
、
そ

し
て
、
行
基
に
対
し
て
の
讃
仰
の
意
が
窺
え
る
と
い
う
論
も

あ
る
。
研
究
史
の
文
献
目
録
を

一
読
す
る
時
、

こ
の
著
者
、
景
戒
に
就

い
て
多
く

の
研
究
者
が
注
目
し
な
が
ら
も
、
そ
の
史
料
と
な
る
部
分
が

わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
結
果

と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
同
時
代
に
生
活
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最

澄
や
空
海

と
比
較
す
る
時
、
天
台
や
真
言
と
い
う
次
の
時
代
の
仏
教
界

の
教
学
を
担
う
人
に
対
し
て
、
景
戒
は
、
結
果
と
し
て
、
奈
良
の
薬
師

(
1
5
)

寺
に
所
属

し
た
、
「
伝
灯
住
位
僧
景
戒
」
と
し
て
の
立
場

が

あ

っ
た
。

同
時
代
人
と
し
て
、
周
辺
の
村
落
の
人
々
に
対
し
て
、
善
悪
の
現
報
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
、
景
戒
の
仏
教
伝
道
の
目
的
の

一
つ
と

な
っ
て
い

る
。
最
澄
や
空
海
が
い
わ
ぽ
体
制
の
外
に
於
い
て
研
鐙
を
続
け
ね
ぽ
な

ら
な
か
っ
た
時
代
に
、
景
戒
は
、
結
果
と
し
て
伝
統
教
団
の
中
で

一
つ

の

「革
新
」
を
志
ざ
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
奈
良
の
都

の

官
寺
の
仏
教
教
学
の
伝
統
の
中
に
、
自
度
の
沙
弥
か
ら
、
上
昇
を
続
け

て

「伝
灯
住
位
」
を
得
た
こ
と
を
、
景
戒
は
率
直
に
喜
ん
で
い
る
よ
う

で
あ
る
。
最
澄
が
東
大
寺
で
見
足
戒
を
授
か
り
な
が
ら
、
山
岳
の
修
行

者
と
し
て

『願
文
』
を
述
作
し
た
状
況
は
、
景
戒

に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ

世
界
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
光
仁
、
桓
武
朝

の
の
仏
教
政
策
と
景

戒
の
関
係
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
の
具
体
的
な
史
料

は
見
い
出

ぜ

な

い

が
、
空
海
な
ど
と
も
や
は
り
違

っ
た
、
当
時

の
在

地
の

「常
識
的
な
知

(
1
6
)

識
人
」
と
し
て
の
風
情
が
景
戒
の
伝
記
か
ら
窺
え
る
。

日
本
霊
異
記
を
史
料
と
し
て
参
照
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
奈
良
末
、

平
安
初
頭
の
時
代

の
仏
教
政
策
と
仏
教
界
の
動
向

に
留
意
す
る
必
要
が

(
1
7
)

あ
る
。
旧
本
霊
異
記

の
史
料
と
し
て
の

「
有
用
性
と
限
界
」
に
つ
い
て

明
確
な
視
点
を
持
た
な
い
こ
と
に
は
、
現
代
の
歴
史
学
の
中
で
は
通
用

(
1
8
)

(
1
9
)

し
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
河
野
勝
行
氏
、

井
上
正

一
氏
、
仲
尾

(
2
0
)

俊
博
氏
の
日
本
霊
異
記
に
対
す
る
分
析
は
、
、重
要
な
視
点
と
な
る
べ
き

(
2
1
)

も
の
で
あ
る
。

四
 

村
落
で

の
伝

道
活
動

景
戒
は
、
独
立
し
た
仏
堂
を
も
ち
、
馬
を
二
頭
所
有
し
て
い
た
こ
と

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
景
戒
の
よ
う
な
自
度
の
沙
弥
の
日
常
を
窺
せ

る
史
料
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
夢
の
中
に
出
て
い
る

「
沙
弥
鏡

日
」
の

記
述
は
、

一
つ
の
例
と
し
て
沙
弥
の
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き

る
。

然
し
て
寝
テ
ア
ル
子
の
時
に
、
夢
に
見
る
。
乞
食
者
、
景
戒
が
家
に
来
り

て
、
経
を
論
し
教
化
し
て
云
は
く
、

「上
品
の
善
功
徳
を
修
す
れ
ば
、

一
丈

七
尺
の
長
身
を
得
む
。
下
品
の
善
功
徳
を
修
す
れ
ぽ
、
一
丈
の
身
を
得
む
」

と
い
ふ
。
愛
に
景
戒
聞
き
て
、
頭
を
廻
ら
し
て
乞
人
を
謄
れ
ば
、
紀
伊
国
名

日
本
霊
異
記
研
究
序
説

(朝

枝
)
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日
本
霊
異
記
研
究
序
説

(朝

枝
)

(
2
2
)

草
郡
の
部
内
楠
見
の
粟
の
村
に
有
り
し
沙
弥
鏡
日
な
り
。

右
の
夢

の
記
述
は
、
乞
食
者
と
し
て
托
鉢
す
る
僧
の
存
在
、
そ
の
托

鉢
の
あ
り
様
は
、
経
典
を
読
論
し
て
、
そ
の
後
に
短
い

「法
話
」
の
よ

う
な
説
法
を
な
し
て
い
る
。
鏡
日
の
伝
に
つ
い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
。

景
戒
の
親
し
い
知
人
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
、
景
戒
は
、
こ
の
鏡
日
と

の
夢
中
問
答
を
記
す
中
に
、
「
妾
に
景
戒
言
は
く
、
斯
の
沙

弥
、
常
は

(
2
3
)

乞
食
す
る
人
に
非
ず
。
何
の
故
に
か
乞
食
す
る
、
と
い
ふ
。
」
と
い
う
。

沙
弥
の
中

に
も
、
「
常
は
乞
食
」
し
な
い
人
も
い
た
よ
う

で
あ
る
。
景

戒
は
右

の
夢
中
の
問
答
を
仏
教
教
学
の
世
界
に
於
い
て
解
釈
す
る
こ
と

を
試
み
て
い
る
。
内
容
の
事
実
関
係
は
別
と
し
て
、
修
行
者
が
こ
の
よ

う
に
路
港

に
出
没
す
る
こ
と
が
僧
尼
令
で
禁
止
さ
れ
た
行

為

で

あ

っ

(
2
4
)

た
。
景
戒

の
座
右
に
は

『
諸
教
要
集
』

の
一
部
が

「反
故
」
紙
に
書
写

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
に
、

紙

・
筆

・
墨

を

所

有

し
、
書
写

で
き
る
生
活
を
景
戒
が
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

景
戒
は
、
延
暦
六
年
九
月
四
日
の
こ
と
と
し
て
こ
の
夢
を
記
述
し
て
い

る
。
そ
の
九
月
四
日
に
、
景
戒
は
自
身

の
日
常
を
反
省
し
て
漸
塊
の
心

を
発
し
て
次
の
よ
う
に
言

っ
た
と
記
す
。

鳴
呼
恥
し
き
か
な
、
宏
シ
か
な
。
世
に
生
れ
て
命
を
活
き
、
身
を
存
ふ
る

こ
と
に
便
無
し
。

(中
略
)
俗
家
に
居
て
、
妻
子
を
蓄
へ
、
養

ふ
に
物
無

く
、
菜
食
も
無
く
塩
も
無
し
。
衣
も
無
く
薪
も
無
し
。
毎
に
万
の
物
無
く
し

て
、
思
ひ
愁
へ
て
、
我
が
心
安
く
あ
ら
ず
。
昼
も
復
飢
ゑ
寒
ゆ
。
夜
も
復
飢

(
2
5
)

ゑ
寒
ゆ
。
(以
下
略
)

景
戒
は
俗
家
に
妻
子
と
と
も
に
生
活
を
し
て

い
な
が
ら
も
、
仏
道
修

う

れ

な
げ

行
は
目
ざ
し
て
い
る
よ
う
で
、
「憂
愁

へ
嵯
キ
テ
」
い
る
。
「万
の
物
無

く
し
て
」
夜
も
昼
も

「
飢
え
」
に
苦
し
む
と
記
述
す
る
。
こ
れ
は
景
戒

の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
下
巻
第
三
十
八
話
に
記
述
さ
れ
る
景
戒

の
生
活

の
全
体
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ぽ
、
当
時

の
世
相
と
比
較
し
て
、

か
な
り
富
裕
な
層
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
霊
異
記
に
は
、
こ
の

よ
う
な
村
落
の
小
堂
で
伝
道
を
続
け
る
自
度
の
沙
弥
が
か
な
り
写
実
的

に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

沙
門
弁
宗
は
、
大
安
寺
の
僧
な
り
き
。
天
年
弁
有
り
き
。
白
堂
を
宗
と

(
2
6
)

し
、
多
く
檀
越
を
知
り
、
高
く
衆
の
気
を
得
た
り
き
。

右
の
沙
門
弁
宗
の
物
語
は
、
「
白
堂
」
を
宗
と
す
と
記
述
さ
れ

て

い

る
。
弁
宗
は
、

「
天
年
有
弁
」
と
多
く
の
信
者

の
衆
望
を
に
な

っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
「
白
堂
」
と
い
う
、
本
尊
仏
に
願
い
ご
と
を
取

り

次

ぐ
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
弁
宗
は
、
自
度
の
沙
弥

で
は
な
く
、
大
安
寺

の
僧

で
あ
る
が
、
大
修
多
羅
供
の
銭
、
三
十
貫
を

借
り
受
け
て
そ
の
返
済
に
行
き
づ
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
弁
宗
の
よ
う

な

「白
堂
」
と
い
う
職
務

に
つ
い
て
は
、
従
来
あ

ま
り
注
目
さ
れ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
が
、
行
基
の
説
法
を
聴
き

に
集

る
多
く
の
信
者
の
様
子

な
ど
、
景
戒
の
周
辺
に
も
村
落
に
在
住
し
て
伝
道
す
る
僧
が
多
数
存
在

し
た
こ
と
を
窺
せ
る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
仏
門
に
帰
し
、
仏

教
の
教
学
を
学
ん
だ
も
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
従
来

の
国

家
と
仏
教
の
関
係
を
僧
尼
令

で
分
析
す
る
視
点

の
延
長
に
弁
宗

の
よ
う
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な
僧
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
景
戒
の
実
像
は
史
料
的
に
は
不

明
に
近
い
け
れ
ど
も
、
百
十
六
話

の
説
話
を
編
集
し
た

こ
と

に

よ

っ

て
、
多
く

の
自
度
僧

(私
度
僧
)
の
存
在
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
と
な

っ

た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
村
落
で
の
伝
道
活
動
を
物
語
の
中
か
ら
具
体
的
に
取
り
出
し

て
み
る
と
、
日
本
霊
異
記

の
世
界
で
は
、

斎

会
、
屈

僧
、
悔

過
、
読

経
、
写
経
、
造
仏
、
造
画
、
放
生
、
斎
食
な
ど
、
僧
尼
令
に
よ
る
仏
教

統
制

に
支
え
ら
れ
た
官
寺

の
仏
教
と
は
違

っ
た
信
者
集
団
に
よ
る
多
彩

な
宗
教
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
僧
俗
の
交
流
も
、
乞
食
や
知
識
も
日

常
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
「
碁
」
を
打

つ
こ
と
を
宗
と
し
た

自

度

(
2
7
)

の
僧
も
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
村
落
で
営
ま
れ
る
寺
院
の
活
動
が
、

た

と
え
ぽ
行
基
の
大
規
模
な
土
木
事
業
を
可
能
と
し
て
い
た
原
点
の

一
つ

(
2
8
)

で
あ

っ
た

こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
霊
異
記

の
説
話
で
注
目
さ
れ
る
活
動

の
一
つ
に

「
看
病
禅
師
」

が
あ
る
。

「
看
病
」
の
実
体
に
つ
い
て
の
研
究
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、

国
家
的
な
規
模
に
於
い
て
も
実
行

さ

れ

て

い

る
。
宮
城
洋

一
郎
氏
は
、
仏
教
に
よ
る
援
助
活
動
と
し
て
、
光
明
皇
后

(
2
9
)

の
諸
事
業
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
国
家
と
は
違

っ
た
立
場

で

は

あ

る

が
、
官
寺

の
僧
団
の
中
に
於
い
て
も
看
病
の
伝
統
は
存
在
し
た
よ
う
で

あ
る
。
直
林
不
退
氏
は
、
戒
律
と
日
本
の
仏
教
教
団
の
僧
伽
の
伝
統
の

(
3
0
)

中
で
の
看
病
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
。
日
本
霊
異
記
に
は
、
上
巻

八

・
十

一
・
十
五

・
二
十
六

・
三
十

一
、
中
巻
四
十

一
、
下
巻
二

・
十

一
・
十
二

・
二
十

一
、
三
十
四

・
三
十
六
の
十
二
例
に
病
人
が
色

々
な

方
法
で
看
病
さ
れ
て
い
る
説
話
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
看
病
禅
師
と
し

て
活
動
す
る
僧
に
も
、
官
僧
と
し
て
任
命
さ
れ
る
正
式
な
職
務
と
み
な

さ
れ
る
例
も
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
景
戒

の
周
辺
で
、
活
動
す
る
禅
師

や
薬
師
や
行
者
は
、
古
代
社
会
で
多
く
の
人

々
に
仏
教
が
ど
の
よ
う
な

(
3
1
)

期
待
を
持
た
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

日
本
古
代
の
仏
教

の
受
容
の
過
程
を
考
え
る
と
、
国
家
の
立
場
で
官

寺
に
官
僧
が
存
在
す
る
と
い
う
形
式
で
受
容
さ
れ
、
そ
の
基
盤
と
し
て

僧
尼
令
が
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
の
戒
律
、
あ
る
い

は
、
仏
教
の
教
学
が
国
家
の
理
解
す
る
僧
尼
令

の
枠
の
中
で
治
ま
ら
な

い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
最
澄
や
空
海

の
活
動

を
僧
尼
令
に
当
て
嵌
め

て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
『
顕
戒
論
』
の
主
張
は
、
日
本
仏
教

の
伝
統

(
3
2
)

の
中
に
、
出
家
者
の
主
体
性
を
確
立
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
行
基
が
村

落
の
中
で
伝
道
を
続
け
た
こ
と
、
景
戒
の
よ
う
な
自
度
僧
、
国
家
か
ら

は
私
度
の
沙
弥
と
蔑
ま
れ
な
が
ら
も
、
「
娑
婆
」
に
生
き
続
け
た

伝

統

は
、
仏
教
の
教
理
か
ら
み
る
な
ら
ぽ
、
本
来
的

な
存
在
で
あ

っ
た
。
景

戒
に
は
、
「伝
灯
住
位
僧
」
と
し
て
、
僧
尼
令
統
制
仏
教
圏
に
自

己

の

立
場
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
自
誓
受
戒

に
よ
る
自
度
の
僧
の
存

在
は
決
し
て
蔑
ま
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
景
戒
は
、
こ

の
よ
う
な
最
澄
の
教
学
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
よ

う
で
あ
る
。
下
巻

の
巻
末
に
、
「
未
レ得
二
天
台
智

者
之
甚
深
解
一」
と
述

べ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
霊
異
記

の
中
に
展
開
さ
れ
る
村
落

日
本
霊
異
記
研
究
序
説

(朝

枝
)
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日
本
霊
異
記
研
究
序
説

(朝

枝
)

で
の
伝
道
活
動
は
、
結
果
と
し
て
、
最
澄
の
主
張
、
あ
る
い
は
、
空
海

の
山
岳
修

行
と
結
び

つ
く
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
景
戒
と
そ
の

周
辺
の
沙
弥
が
意
識
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
実
体

と
し
て
は
僧
尼
令
を
は
る
か
に
超
克
し
た
伝
道
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

五
 

結
び

に
か
え
て

日
本
霊
異
記
を
通
じ
て
、
日
本
の
古
代
社
会
を
分
折

す

る

時
、
説

話
、
伝
承
、
あ
る
い
は
村
落
で
の
仏
教
伝
道
活
動
の
実
体
な
ど
、
か
な

り
の
分
野

で
具
体
的
な
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
研
究
成

果
が
示
さ
れ
、
仏
教

・
歴
史

・
文
学
な
ど
の
広
い
視
野
か
ら
、
景
戒
と

そ
の
周
辺

の
世
界
に
現
在
も
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

撰

述

の
意

義
、
史
料
と
し
て
の
有
限
性
の
検
討
、
教
学
の
特
色
、
説
話
の
背
景
に

み
ら
れ
る
当
時

の
社
会
相
、

た
と
え
ば
、
看
病
禅
師
の
民
間
で
の
活
動

状
況
な
ど
、
日
本
霊
異
記

の
も

つ
重
要
性
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い
多
く

の
問
題
点
を
提
示
し
続
け
て
い
る
。
か
つ
て
、
「娑
婆

の
文
学
」
と
し

て
、
こ
の
日
本
霊
異
記
が
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
、
奈
良
時

代
の
正
史
や
官
寺

の
歴
史
に
見
ら
れ
な
い
、
村
落
で
の

「陰
身
の
聖
」

の
活
動
が
知
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
き
く
政
治
と
宗
教
、
あ
る
い

は
、
国
家
と
仏
教
と
い
う
課
題
で
分
析
さ
れ
る
、
所
謂
、
表
面
的
な
仏

教
受
容
の
歴
史
の
中
で
、
僧
尼
令
を
超
克
し
た
村
落
に
生
き
続
け
る
仏

教
の
伝
統
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
本
質
的
な
日
本
古
代
社
会
で

の
仏
教
受
容

の
実
情
が
把
握
で
き
る
。
「娑
婆

の
仏
教
」
を
通

じ

て
、

官
寺
や
官
僧

の
実
体
、
あ
る
い
は
、
時
代
の
流
れ
、
最
澄
や
空
海
が
突

然
に
出
現
し
た
も

の
で
な
い
こ
と
も
、

こ
の
日
本
霊
異
記
の
世
界
を
通

し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
・よ
り
顕
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

1

『上
代
文
学
研
究
会
報
』
第
十
八
・
第
二
十

一
号
。

2
 
朝
枝
善
照
著

『
日
本
霊
異
記
研
究
』
参
照
。

3
 
宮
城
洋

一
郎
著

『
日
本
古
代
仏
教
運
動
史
研
究
』
参
照
。

4
 
直
林
不
退
著

『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
研
究
』
参
照
。

5
 
中
井
真
孝
著

『
日
本
古
代
の
仏
教
と
民
衆
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
研
究

が
あ
る
。

6
 
中
田
祝
夫
校
注

・
訳

『
日
本
霊
異
記
』
(『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
所

収
)
。小
泉
道
著

『
日
本
霊
異
記
諸
本
の
研
究
』
。

7
 
志
田
諄

一
著

『
日
本
霊
異
記
と
そ
の
社
会
』
。

8
 
原
田
行
造
著

『
日
本
霊
異
記
の
新
研
究
』
参
照
。
原
田
教
授
の
四
十
七

歳
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
早
世
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
つ
の
頃

か
ら
か
書
簡
を
拝
し
て
い
た
が
、
遂
に
直
接
の
声
咳
に
接
す
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
遺
著
に
接
す
る
度
に
感
慨
無
量

で
あ
る
。

9
 
黒
沢
幸
三
代
表
、
日
本
霊
異
記
研
究
会
編
。

1
0
 守
屋
俊
彦
著

『日
本
霊
異
記
論
-
神
話
と
説
話
の
間
-
』
。

1
1
 多
田
一
臣
著

『古
代
国
家
の
文
学

日
本
霊
異
記
と
そ
の
周
辺
』
。

1
2
 出
雲
路
修
著

『説
話
集
の
世
界
』
。

1
3
 入
部
正
純
著

『日
本
霊
異
記
の
思
想
』
。

1
4
 千
本
英
史

「験
記
ジ
ャ
ソ
ル
作
品
の
可
能
性
」
(『説
話
文
学
研
究
』
所

収

「
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
・
霊
験
記
の
世
界
」
)参
照
。

1
5

『日
本
霊
異
記
』
巻
下
の
署
名
参
照
。
中
田
祝
夫
校
注
本

『
日
本
霊
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異
記
』
(『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
所
収
)

三
六
八
頁
、

脚

注

二
、
「僧

侶
に
は
、
伝
灯
大
法
師
位

・
伝
灯
満
位

・
伝
灯
住
位

・
伝
灯
入
位
が

設

け
ら
れ
て
い
た
。
」
と
あ
る
。

1
6
 朝
枝
善

照

「
C
h
a
r
a
c
t
e
r
i
s
t
i
c
s
 
o
f
 
t
h
e
 
a
n
d
 
t
h
e

A
u
th
o
r
 
K
y
o
k
a
i
」

(
『
国
史

学
研
究

』
第

四
号
)

参
照
。

1
7
 朝
枝
善

照
著

『
平
安
初
期
仏
教
史

研
究
』
第

一
部

「
平
安
初
期

の
政
治

と
仏
教
」
参
照
。

1
8
 河
野
勝
行
著

『
日
本

の
障
害
者
』
参

照
。

1
9
 井
上
正

一

「
『
霊
異
記
』
に
み
る

「
業
」

思
想

の

民
間
受
容
」

(『
部
落

解
放
研
究
』
第

三
五
号
)

参
照
。

20
 
仲
尾
俊
博
著

『
靖
国

・
因
果
と
差
別
』
参
照
。

21
 
朝
枝
善

照
著

『
日
本
霊
異
記
研
究
』
第

一
部
。

2
2
 中
田
校
注
本

『
日
本
霊
異
記
』
三
六
四
頁
。

23

申

田
校
注
本

『
日
本
霊
異
記
』
三
六
五
頁
。

24
 

こ
の
書
名

に
つ
い
て
諸
説
が
あ

る
が
、

『
諸
経
要
集
』
で
あ

ろ

う

か
。

25
 

中
田
校
注
本

『
日
本
霊
異
記
』
三
六
三
頁
。

26
 
中

田
校
注
本

『
日
本
霊
異
記
』

二
六
七
頁
。

27
 
上
巻
第
十
九
話
、

中
巻
第
十
八
話

28
 
朝
枝
善
照

「
日
本
古
代

に
於
け

る
仏
教

伝
道

の

一
考

察
-
と

く

に

『
日
本
霊
異
記
』
に
見

ら
れ
る
伝
道
者
と

檀
越
に

つ
い
て
-
」

(『
仏

教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
六
集
)
参
照
。

29
 
宮
城
洋
一
郎

「光
明
皇
后
の
悲
田
院
・
施
薬
院
を
め
ぐ
っ
て
」

(西
光

義
傲
編

『援
助
的
人
間
関
係
』
所
収
)
参
照
。

30
 
直
林
不
退

「日
本
古
代
の
僧
団
に
お
け
る
看
病
-
天

武
八
年
十
月
是

月
条
の
勅
を
め
ぐ

っ
て
-
」

(西
光
義
傲
編

『援
助
的
人
間
関
係
』

所
収
)
参
照
。

31
 
朝
枝
善
照

「看
病
禅
師
考
」

(西
光
義
傲
編

『援
助
的
人
間
関
係
』
所

収
)
参
照
。

32
 
朝
枝
善
照
著

『平
安
初
期
仏
教
史
研
究
』
参
照
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
景
戒
、
日
本
古
代
仏
教
史
、
霊
異
記
研
究
史

(龍
谷
大
学
教
授
)

日
本
霊
異
記
研
究
序
説

(朝

枝
)

-75-


